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Summary. We propose a simple and powerful method for managing a variety
of personal information. Conventional hierarchical file systems are not ideal
for handling personal information, since all the data are required to be properly
named and put into appropriate directories, while most of personal information
have vague and ephemeral nature and it is usually difficult to give them
proper names and define the characteristics of them beforehand. With our
new method called Q-Pocket, all the data are distinguished by their IDs and
no name is used for accessing the data. All the data are sorted by the ID so
that new data always appear at the top. Users can first find data by giving
vague search patterns, and they can either modify the data or use the data as
a template to create new data.

1 ファイルシステムによる情報管理の問題点

現在一般的なパーソナルコンピュータや携帯情報機器では、情報を階層的なファイルシ
ステムで管理することが多い。しかし、階層的ファイルシステムではデータを作成する
前に適当なディレクトリやファイル名を決める必要があり、ユーザは常にファイル構造
を正しく把握して適切な名前をつけなければならないし、データ作成中に内容が変わっ
てしまった場合は名前をつけ直さなければならない。また複数のバージョンを残したい
場合はバージョン番号を付加したりバージョン管理システムを使う必要がある。このよ
うに、完成され分類ずみのデータを取り扱うのにはファイルシステムは適しているが、
漠然としたデータを作成するのには向いていない。一言で言えば、整理が非常に得意な
ユーザでなければ階層的ファイルシステムをデータの作成 /管理に活用することは難し
いということになる。
個人が作成する情報は、サイズが小さく非定型で、編集途中で属性が変わることも

多い。また名簿のように各種の機器で共有すると都合が良い場合が多く、容易にバー
ジョン管理ができることが望ましい。このような性質をもつデータを扱いやすい新たな
管理手法が必要である。

2 Q-Pocket

あらゆる情報を IDだけで管理すること及び既存の情報の検索 /更新 /情報追加を基本
操作とすることにより、前節で述べたような問題をすべて解決する情報管理手法「Q-
Pocket」を提案する。
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Q-Pocketではあらゆる情報を単純なテキストで表現し、ディレクトリ名やファイル
名のかわりに、情報の作成 /更新時間を示す IDだけで管理を行なう。この手法は以下
のような利点がある。

� 情報をカテゴリ分けする必要がなく、ディレクトリ名やファイル名を気にする必
要がない。

� 時刻にもとづいた IDで情報をソートしておけば、「超整理法」と同じように、
最近扱った情報が常に先頭に来るようにしておくことができる。

� データ構造が単純なので、どのような計算機でも同じデータを共通に使うことが
でき、データのマージや同期が簡単である。 UNIXなどでは IDをファイル名に
対応付ければよいし、ファイルシステムが存在しないような携帯端末でもデータ
と IDを対応づけることは簡単にできる。複数の機器で異なる情報が作成された
場合でも、データを単にマージすれば整合をとることができる。

� 編集前のデータを破棄しなければ、異なる IDをもつ複数のデータが保存される
ことになるのでバージョン管理が必要ない。古い情報を消さずに保存したい場合
に便利である。

Q-Pocketで扱う情報には名前がついていないので、情報には検索のみによってアク
セスする。強力な内容検索機能があればファイル名やディレクトリが無くても目的の情
報を簡単に捜し出すことができる。 Q-Pocketではユーザがパタンを指定するたびに動
的曖昧検索 [6]による検索が実行され、指定したパタンに近いテキストを含む文書がリ
ストされ表示される。個人が作成する情報の数は多くても数万件と考えられるので検索
時間が問題になることはない。

Q-Pocketに情報を追加するときは、簡単に既存のデータをテンプレートとして使う
ことができる。同じ会社に所属する複数の人間の情報を入力する場合や、似たような手
紙をいくつも出すような場合など、既に作成ずみの情報を検索し修正してから別データ
として格納するという作業を、ファイル名を気にせずに実行することができる。

3 Q-Pocket使用例

3.1 基本的な使用法

Windowsの Tcl/Tkで実装した Q-Pocket画面を図 1に示す。
図 1(a)が初期画面である。雑多なデータが新しい順に並んでいる。
Q-Pocketの最も基本となる操作は動的曖昧検索である。上部のテキスト入力枠で検

索文字列を入力すると、インクリメンタルに曖昧検索が実行され、そのパタンを含む
エントリだけが抽出され表示される。検索対象が漢字の場合でもローマ字で検索を行
なうことができる。例えば検索パタン “resta”を入力すると、レストラン情報のように
“resta”という文字列を含むエントリだけがリストされる (図 1(b))。名簿やアイデアな
どあらゆる情報が同じレベルで並んでいるにもかかわらず、簡単なキーワードを指定す
るだけで名簿データベースやレストランデータベースのように使うことができる。
検索以外の基本操作は情報の「追加」と「更新」のみである。データを編集して新

たなデータを追加したい場合は、下のウィンドウでデータを編集した後「追加」ボタン
を押すと、その時刻を示す新しい IDが生成され、新しいデータがリストの先頭に表示
される (図 1(c))。
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既存のデータを修正して新しいデータとしたい場合は、データを編集した後「更新」
ボタンを押すと、「追加」の場合と同様に、その時刻を示す新しい IDが生成され、新
しいデータがリストの先頭に表示される。古いデータは消去される。「追加」操作は、
テンプレートをもとに新しいデータを作成する場合や、古いバージョンを残しつつデー
タを更新するのに使用する。

(a)初期状態 (b) “resta”で検索 (c)新しい情報の追加

図 1. Q-Pocket使用例

3.2 応用例

メモやアイデアを書き留める ファイルを使用するシステムでは、アプリケーションや
ファイル名などについて考えているうちに肝心のアイデアを忘れてしまうこともある
が、 Q-Pocketでは、フォーマットを気にせずとにかくアイデアを書きとめておいてか
ら「追加」ボタンを押せばよい。ファイル名を気にする必要がないのでどんな内容でも
書き足していくことができる。たとえば、アイデアのつもりで書き始めたテキストをそ
のままメールのテキストにしてもかまわない。

名簿の更新 名簿の追加や変更は以下のような手順で行なう。

1. 名前や住所の一部を指定して変更したいデータを検索する
2. データを修正する
3. 古いデータを残しておきたい場合は「追加」ボタンを押し、古いデータが不要な
場合は「更新」ボタンを押す

例えば、新しく見つけた鎌倉のレストランを追加する場合は、 “resta kamaku”など
という検索文字列を指定して既存のデータを検索し (図 2(a))、新しいデータに最も近い
ものを編集してから追加すればよい。新しく追加されたデータには新しい IDが付加さ
れ、リストの先頭に追加される (図 2(b))。データを追加せず変更だけ行なう場合は追加
ボタンを押すかわりに「修正」ボタンを押せばよい。
各種のテンプレートを用意しておけば、 “template”というキーワードでテンプレー

トのリストを検索してから、必要なものを選んで編集し追加を行なえばよい。
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(a) “resta kamak”で鎌倉の
レストランを検索

(b)検索されたデータを編
集して新情報を追加

図 2. テンプレート情報の検索と情報追加

(a) “miwak”で昔のアイデ
アを検索

(b)相談相手のメールアド
レスを検索

(c)メッセージを作成して
送信

図 3. アイデアについて議論するメール作成

アイデアに関して議論する 昔考えたアイデアについて知人に意見を求めたい場合を考
える。この場合の処理の流れは大体以下のようになるであろう。

1. アイデアに関するメモを捜す
2. 意見をくれそうな知人のメールアドレスを捜す
3. メールメッセージを作成してその知人に送る

アイデアの検索 /メールアドレスの検索 /メールの送受信などの作業はすべて Q-Pocket
だけで処理できる。
まず、昔考えた「ユーザが 20歳以上かどうかを見分ける方法」についてのアイデ

アを検索する。 “miwak”まで入力したところで古いメモが見つかっている (図 3(a))。
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次に、認識問題の専門家の「只野任章先生」に相談するため、名前を入力してメールア
ドレスを取得する (図 3(b))。
これらのデータをコピー /ペーストしてメッセージを作成し (図 3(c))、「メール」

メニューから「送信」を選ぶとメールが送られる。

4 議論

Q-Pocketユーザは今のところ著者ひとりであるため客観的な評価結果は得られていな
いが、約 8ヶ月使用した感想をいくつか示す。

� ファイル名やディレクトリのことを全く考えずにちょっとしたアイデア /メモ /噂
などを気軽に書くことができるのは大変便利である。

� 気軽に全文検索ができるのは嬉しい。
� 検索により思いがけず昔の文書やアイデアが見つかることがある。発想支援に有
効と考えられる。

� 機器間の同期が簡単にできる。

現在 Q-Pocketは Unix及びWindows上の Emacsと Tcl/Tkで動作している。複数
の機器上で異なるデータができた場合でも、データを互いにコピーするだけです
べてのデータが同じになるし、異なるデータは異なる IDを持っているためデー
タをマージしてもデータが消えてしまうことは無いという安心感がある。

� 非定型なデータを扱うのに便利。

1週間先を締切としたアンケートの集計に Q-Pocketを使用した。アンケートを実
施するのは始めてのことであり、将来何度も実施するとは思えなかったが、その
ような情報を格納するためのディレクトリやファイル名に悩むことなくデータ集
計を行なうことができた。通常のファイルシステムを利用する場合は、アンケー
トのためのディレクトリやファイルを用意しなければならないが、どういうファ
イル名をどこに用意したかを後で思い出すのはかなり難しそうに思われる。しか
しアンケート実施のだいたいの時期や「アンケート」というキーワードは時間が
たっても容易に思い出すことができるであろう。

現在、以下のような点が問題点として残っている。

� データの「更新」と「追加」を間違えることがある
� 大きなリストを扱いにくい
� 時間を用いたフィルタリング機能が弱い
� メーリングリストデータのような大量の外部情報の管理に向いていない

LensBar[3]などの技術を用いたこれらの問題を解決していく予定である。

5 関連研究

情報を分類して管理せず、時間にもとづいて管理するという考えは「超整理法」 [7]な
どで近年馴染み深い考えになっており、 Lifestreams[2]、 Time-Machine Computing[4]
のように計算機上での実現手法も各種提案されている。また、ファイルシステムやファ
イル名による管理の問題を解決するために、文書を属性のみにより管理する手法も提
案されている [1]。階層的ファイルシステムは、きちんと分類ずみのデータに関しては
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適しているし、階層的ファイルシステムに適したすぐれた情報管理システムも存在す
るので、あらゆるデータを時間のみで管理することは得策ではないと思われるが、 Q-
Pocketは、階層的ファイルシステムで扱いきれない雑多な情報の作成 /管理時の問題を
解決するための単純で有効な技法であるといえる。
最近の携帯情報機器ではパーソナルコンピュータとのデータ同期が簡単であること

を売り物にしているものが多い。しかし、多くのシステムにおいて、携帯機器上のデー
タ表現とパーソナルコンピュータ上のデータ表現は大きく異なっており、複雑なデータ
の変換が必要となっている。 Q-Pocketは IDつきのテキストという非常に単純なデー
タを基本としているため、どのような機器間でもデータを変換することなく簡単に同期
を行なうことができる。

Remembrance Agent[5]は、現在編集中の情報に近い既存の情報を常に検索して提
示することにより情報の再利用を促進するシステムである。 Q-Pocketは Remembrance
Agentのように常に自動的に検索を行なうわけではないが、情報を作成しようとする場
合は常に最初にテンプレートとなるべき情報を検索するという習慣が身につくため、
Remembrance Agentを使う場合と同じように情報再利用がはかれる。

6 結論

強力な検索機能と例データの活用を特徴とする情報管理手法 Q-Pocketを提案した。 Q-
Pocketを用いることにより、デスクトップ計算機でも携帯情報機器でも簡単に情報の
作成 /管理 /交換を行なうことができる。今後、各種の携帯情報機器において Q-Pocket
を実装し評価を行なっていく予定である。また、現在の Q-Pocketはテキストデータし
か扱うことができないが、MIMEエンコードなどにより画像などを扱えるようにした
いと考えている。
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